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重重
要要
政政
策策
課課
題題
実実
現現
にに
はは
地地
域域
主主
権権
改改
革革
推推
進進
がが
前前
提提

第
１
７
６
回
国
会
が
１０
月
１
日

に
開
幕
し
た
。
同
日
、
衆
参
両
院

の
本
会
議
で
所
信
表
明
演
説
�
抜

粋
を
２
・
３
面
に
掲
載
�
を
行
っ

た
菅
直
人
・
内
閣
総
理
大
臣
は
、

演
説
の
中
で
繰
り
返
し
与
野
党
協

議
に
よ
る
法
案
審
議
を
呼
び
掛
け

た
。
参
院
で
野
党
が
多
数
を
占
め

る
状
況
に
配
慮
し
た
た
め
だ
。

今
回
の
臨
時
国
会
で
は
「
国
と

地
方
の
協
議
の
場
」
な
ど
を
柱
と

す
る
「
地
域
主
権
関
連
三
法
案
」

が
、
再
び
衆
参
両
院
で
審
議
さ
れ

る
。
同
法
案
は
先
の
通
常
国
会
で

参
院
を
通
過
し
た
も
の
の
、
衆
院

で
は
継
続
審
議
と
な
っ
た
た
め
、

参
院
で
も
再
び
可
決
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
。

民
主
党
の
衆
院
に
お
け
る
議
席

数
は
、
全
議
席
数
４
８
０
の
う
ち

３
０
７
。
国
民
新
党
の
４
議
席
を

加
え
て
も
３
分
の
２
以
上
に
は
達

し
な
い
。
憲
法
第
５９
条
第
２
項
に

定
め
る
衆
議
院
優
越
規
定
を
用
い

た
国
会
運
営
は
見
込
め
な
い
。

菅
総
理
は
所
信
表
明
演
説
の
結

び
で
「
（
今
回
の
国
会
が
）
『
政
策

の
国
会
』
と
な
る
よ
う
願
っ
て
い

ま
す
」
「
そ
の
た
め
に
、
議
論
を

深
め
る
『
熟
議
の
国
会
』
に
し
て

い
く
よ
う
努
め
ま
す
」
と
野
党
へ

訴
え
た
。
平
身
低
頭
に
徹
し
、
法

案
審
議
へ
の
協
力
を
野
党
へ
呼
び

掛
け
た
。
国
政
の
「
ね
じ
れ
」
が

地
方
へ
及
ぶ
事
態
は
、
野
党
側
も

望
ま
な
い
は
ず
。
１
日
も
早
い
法

案
成
立
が
望
ま
れ
て
や
ま
な
い
。

な
お
、総
理
は
今
回
の
演
説
中
、

解
決
す
べ
き
重
要
政
策
課
題
と
し

て
▽
経
済
成
長
▽
財
政
健
全
化
▽

社
会
保
障
改
革
―
―
を
列
挙
し
、

一
体
的
な
実
現
を
目
指
す
と
し

た
。
ま
た
、
３
項
目
の
実
現
に
は

前
提
条
件
と
し
て
「
地
域
主
権
改

革
の
推
進
」
が
必
要
と
位
置
付
け

た
。
信
念
に
基
づ
き
、
地
域
主
権

改
革
へ
の
邁
進
を
期
待
し
た
い
。

総
務
省
は
１０
月
５
日
、

「
平
成
２２
年
度
市
町
村
長

及
び
市
町
村
議
会
議
長
総

務
大
臣
表
彰
式
」
を
東
京

・
全
国
町
村
会
館
で
執
り

行
い
、
本
会
の
五
本
幸
正

会
長
（
富
山
市
議
会
議

長
）
ら
が
来
賓
と
し
て
参

列
す
る
な
か
、
地
方
自
治

の
発
展
に
功
労
が
あ
っ
た

７
人
を
表
彰
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
地
方
自

治
の
発
展
に
功
労
が
あ
っ

た
と
認
め
ら
れ
る
者
の
う

ち
、
市
区
町
村
の
首
長
と

し
て
２０
年
以
上
、
市
区
町

村
の
議
会
議
長
と
し
て
１２

年
以
上
、
そ
れ
ぞ
れ
通
算

し
て
在
職
し
た
者
へ
贈
ら

れ
る
。
２２
年
度
は
▽
市
長

が
１
人
▽
町
村
長
が
５
人

▽
町
村
議
会
議
長
が
１
人

―
―
の
合
計
７
人
が
表
彰

の
栄
に
浴
し
た
。
な
お
、

今
回
の
式
典
で
は
、
市
議

会
議
長
と
し
て
の
該
当
者

は
な
か
っ
た
。

式
典
で
は
、
片
山
善
博

・
総
務
大
臣
の
代
理
と
し

て
出
席
し
た
鈴
木
克
昌
・

総
務
副
大
臣
が
式
辞
を
述

べ
た
の
ち
、
表
彰
状
と
記

念
品
が
被
表
彰
者
へ
贈
呈

さ
れ
た
。

ま
た
、
来
賓
と
し
て
式

典
に
出
席
し
た
原
口
一
博

・
衆
議
院
総
務
委
員
長
、

那
谷
屋
正
義
・
参
議
院
総

務
委
員
長
ら
か
ら
祝
辞
が

披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
横
路

孝
弘
・
衆
議
院
議
長
、
西

岡
武
夫
・
参
議
院
議
長
ら

か
ら
の
祝
電
も
披
露
さ

れ
、
地
方
自
治
へ
寄
与
し

た
功
労
者
に
対
し
賛
辞
が

送
ら
れ
た
。

平成２２年度

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1775号１０月１５日平成22年
（2010年）

菅
総
理
が
臨
時
国
会
で
所
信
表
明

衆議院本会議で所信表明を演説する菅総理
【写真提供＝内閣広報室】

式辞を披露する鈴木総務副大臣（左から２人目が本会の五本会長）

総総務務大大臣臣表表彰彰式式がが開開催催

参議院本会議の菅総理
【写真提供＝内閣広報室】

（１） 平成２２年１０月１５日 第１７７５号



一

は
じ
め
に

国
民
の
皆
さ
ん
、
国
会
議
員
の

皆
さ
ん
、
菅
直
人
で
す
。
６
月
に

政
権
を
担
っ
て
４
カ
月
、
９
月
に

民
主
党
の
代
表
に
再
選
さ
れ
、
党

と
内
閣
の
改
造
を
行
い
、
政
権
を

本
格
稼
働
さ
せ
る
段
階
に
入
り
ま

し
た
。
「
有
言
実
行
内
閣
」
の
出

発
で
す
。
何
を
実
行
す
る
の
か
。

一
言
で
申
せ
ば
、
こ
れ
ま
で
先
送

り
し
て
き
た
重
要
政
策
課
題
の
実

行
で
す
。
経
済
低
迷
が
２０
年
続

き
、
失
業
率
が
増
加
し
、
自
殺
や

孤
独
死
が
増
え
、
少
子
高
齢
化
対

策
が
遅
れ
る
な
ど
、
社
会
の
閉
塞

感
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
閉

塞
感
に
包
ま
れ
た
日
本
社
会
の
現

状
に
対
し
て
、
ど
の
政
権
に
責
任

が
あ
っ
た
か
問
う
て
い
る
段
階
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
送
り
し
て
き

た
重
要
政
策
課
題
に
今
こ
そ
着
手

し
、
こ
れ
を
、
次
の
世
代
に
遺
さ

な
い
で
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
、
「
有
言

実
行
」
に
込
め
た
私
の
覚
悟
で

す
。
解
決
す
べ
き
重
要
政
策
課
題

は
、
「
経
済
成
長
」
、
「
財
政
健

全
化
」
、
「
社
会
保
障
改
革
」
の

一
体
的
実
現
、
そ
の
前
提
と
し
て

の
「
地
域
主
権
改
革
の
推
進
」
、

そ
し
て
、
国
民
全
体
で
取
り
組
む

「
主
体
的
な
外
交
の
展
開
」
の
五

つ
で
す
。
本
日
は
、
こ
の
五
つ
の

課
題
に
つ
い
て
、
私
の
考
え
を
申

し
上
げ
ま
す
。

二

経
済
成
長
の
実
現
―
経
済
対

策
と
新
成
長
戦
略
の
推
進

（
成
長
と
雇
用
に
よ
る
国
づ
く
り
）

ま
ず
最
初
の
課
題
は
、
経
済
成

長
で
す
。
国
内
消
費
を
取
り
巻
く

状
況
に
は
、
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
需
要
が
不
足
す
る
中
、
供

給
側
が
い
く
ら
コ
ス
ト
削
減
に
努

め
て
も
、
値
下
げ
競
争
に
な
る
ば

か
り
で
、
ま
す
ま
す
デ
フ
レ
が
進

ん
で
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
景

気
は
回
復
し
ま
せ
ん
。
供
給
者
本

位
か
ら
消
費
者
目
線
に
転
換
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
消
費
も
投
資

も
力
強
さ
を
欠
く
今
、
経
済
の
歯

車
を
回
す
の
は
雇
用
で
す
。
政
府

が
先
頭
に
立
っ
て
雇
用
を
増
や
し

ま
す
。
医
療
・
介
護
・
子
育
て
サ

ー
ビ
ス
、
そ
し
て
環
境
分
野
。
需

要
の
あ
る
仕
事
は
ま
だ
ま
だ
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
分
野
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
雇
用
を
増
や
す
。
そ
う
す

れ
ば
、
国
民
全
体
の
雇
用
不
安

も
、
デ
フ
レ
圧
力
も
軽
減
さ
れ
ま

す
。
消
費
が
刺
激
さ
れ
、
所
得
も

増
え
ま
す
。
そ
の
結
果
、
需
要
が

回
復
し
、
経
済
が
活
性
化
す
れ

ば
、
さ
ら
に
雇
用
が
創
造
さ
れ
ま

す
。
失
業
や
不
安
定
な
雇
用
が
減

り
、
「
新
し
い
公
共
」
の
取
組
な

ど
も
通
じ
て
社
会
の
安
定
が
増
せ

ば
、
誰
も
が
「
居
場
所
」
と
「
出

番
」
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
う
し
た
成
長
と
雇
用
に
重

点
を
置
い
た
国
づ
く
り
を
、
新
設

し
た
「
新
成
長
戦
略
実
現
会
議
」

で
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

（
円
高
、
デ
フ
レ
状
況
に
対
す
る

緊
急
的
な
対
応
―
第
一
段
階
）

そ
の
た
め
、
ま
ず
、
今
か
ら
来

年
度
に
向
け
て
「
三
段
構
え
」
で

成
長
と
雇
用
に
重
点
を
置
い
た
経

済
対
策
を
切
れ
目
な
く
推
進
し
ま

す
。
既
に
、
そ
の
「
第
一
段
階
」
、

急
激
な
円
高
・
デ
フ
レ
状
況
に
対

す
る
緊
急
的
な
対
応
を
実
行
に
移

し
て
い
ま
す
。
政
府
・
日
銀
は
、

為
替
介
入
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

後
も
、
必
要
に
応
じ
、
断
固
た
る

措
置
を
と
り
ま
す
。
ま
た
、
即
効

性
の
あ
る
雇
用
対
策
に
重
点
を
置

い
て
予
備
費
約
９
２
０
０
億
円
を

執
行
し
ま
す
。
特
に
、
新
卒
者
の

就
職
に
力
を
入
れ
ま
す
。
仕
事
を

探
す
側
、
雇
用
す
る
事
業
者
、
双

方
の
負
担
を
軽
減
し
、
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
雇
用
を
「
つ
な
ぐ
」
仕
組

み
を
全
国
展
開
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
低
炭
素
産
業
の
新
規
立
地
を

補
助
し
て
雇
用
を
「
守
る
」
取
組

や
、
地
域
の
雇
用
を
「
創
る
」
取

組
も
盛
り
込
み
ま
し
た
。
日
銀
に

対
し
て
は
、
政
府
と
緊
密
な
連
携

を
図
り
つ
つ
、
デ
フ
レ
脱
却
の
実

現
に
向
け
、
さ
ら
な
る
必
要
な
政

策
対
応
を
と
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

（
今
後
の
動
向
を
踏
ま
え
た
機
動

的
な
対
応
―
第
二
段
階
）

そ
し
て
、
デ
フ
レ
脱
却
、
景
気

回
復
を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
、
今

国
会
で
の
補
正
予
算
の
編
成
を
含

む
「
第
二
段
階
」
に
入
り
ま
す
。

中
身
が
重
要
で
す
。
野
党
か
ら
の

提
言
も
踏
ま
え
、
五
つ
の
柱
か
ら

な
る
大
枠
を
提
示
し
ま
し
た
。
第

一
の
柱
が
雇
用
・
人
材
育
成
、
第

二
が
新
成
長
戦
略
の
推
進
、
第
三

が
子
育
て
や
医
療
・
介
護
・
福

祉
、
第
四
が
地
域
活
性
化
、
社
会

資
本
整
備
と
中
小
企
業
対
策
で

す
。
第
五
の
柱
と
し
て
、
規
制
・

制
度
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。
例

え
ば
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
拡
大
に
向
け
、
全
量
買
取
制

度
の
円
滑
な
導
入
を
目
指
す
と
と

も
に
、
大
規
模
太
陽
光
発
電
や
新

エ
ネ
・
省
エ
ネ
設
備
に
係
る
規
制

を
緩
和
し
ま
す
。
日
本
を
国
際
医

療
交
流
の
拠
点
と
す
る
た
め
、
ビ

ザ
や
在
留
資
格
の
取
扱
い
を
改
善

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
雇
用
創
出
効

果
の
大
き
い
国
内
立
地
促
進
策

を
、
新
設
し
た
円
卓
会
議
で
早
急

に
ま
と
め
ま
す
。
い
ず
れ
も
国
民

生
活
に
直
結
す
る
課
題
で
す
。
与

野
党
間
で
意
見
交
換
を
進
め
、
補

正
予
算
を
含
め
、
合
意
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
新
成
長
戦
略
の
本
格
実
施
―
第

三
段
階
）

「
第
三
段
階
」
は
、
既
に
作
業

を
始
め
て
い
る
来
年
度
予
算
編
成

と
税
制
改
正
で
す
。
予
算
編
成
で

は
、「
元
気
な
日
本
復
活
特
別
枠
」

も
活
用
し
、
需
要
創
造
や
雇
用
創

出
を
強
化
し
ま
す
。
法
人
課
税
に

つ
い
て
は
、
税
制
の
簡
素
化
、
海

外
と
比
較
し
た
負
担
と
い
っ
た
観

点
か
ら
、
年
内
に
見
直
し
案
を
取

り
ま
と
め
ま
す
。
も
の
づ
く
り
で

も
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
も
、
業
種

を
問
わ
ず
、
新
し
い
需
要
を
引
き

出
し
、
豊
か
で
安
心
な
暮
ら
し
を

実
現
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
観

点
か
ら
研
究
開
発
や
人
材
育
成
も

強
化
し
ま
す
。

改
め
て
申
し
上
げ
ま
す
。
今
国

会
の
最
大
の
課
題
は
、
「
第
二
段

階
」
で
あ
る
経
済
対
策
の
た
め
の

補
正
予
算
の
成
立
で
す
。
与
野
党

間
で
の
建
設
的
な
協
議
に
心
か
ら

期
待
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
切

れ
目
な
く
「
第
三
段
階
」
に
進
み
、

新
成
長
戦
略
の
前
倒
し
実
施
に
よ

り
、
日
本
経
済
を
本
格
的
な
成
長

軌
道
に
乗
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。
是
非
と
も
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三

財
政
健
全
化
と
行
政
の
無
駄

削
減

（
財
政
運
営
戦
略
の
実
施
）

二
番
目
の
重
要
政
策
課
題
は
、

財
政
健
全
化
で
す
。
現
在
の
財
政

状
況
を
放
置
す
れ
ば
、
ど
こ
か
で

持
続
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
政
府

は
、
６
月
に
財
政
健
全
化
の
道
筋

を
示
し
た
「
財
政
運
営
戦
略
」
を

ま
と
め
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
度

ま
で
に
、
基
礎
的
財
政
収
支
の
赤

字
を
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
今
年
度
の
半

分
に
し
、
２
０
２
０
年
度
ま
で
に

黒
字
化
を
達
成
す
る
も
の
で
す
。

大
変
高
い
目
標
で
す
が
、
成
長
と

雇
用
拡
大
を
実
現
し
な
が
ら
、
一

歩
ず
つ
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

（
来
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
）

最
初
の
一
歩
が
、
無
駄
の
徹
底

し
た
削
減
を
含
む
来
年
度
予
算
の

（
３
面
へ
続
く
）

１７６回
国 会

菅菅
内内
閣閣
総総
理理
大大
臣臣
のの
所所
信信
表表
明明
演演
説説

（（抜抜粋粋））
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編
成
で
す
。
昨
年
は
、
４
４
９
の

事
業
を
仕
分
け
し
、
約
２
兆
円
の

財
源
確
保
を
実
現
し
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
強
力
に
無
駄
の
削
減
を

徹
底
し
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
財
政

が
如
何
な
る
状
況
に
あ
ろ
う
と
、

無
駄
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
事
業
仕

分
け
を
特
別
会
計
に
広
げ
る
な

ど
、
幅
広
く
事
業
を
見
直
し
ま

す
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
実
現
に
は
、

引
き
続
き
誠
実
に
取
り
組
み
ま

す
。
財
源
の
制
約
な
ど
で
実
現
が

困
難
な
場
合
は
、
国
民
に
率
直
に

説
明
し
、
支
給
の
方
法
や
対
象
を

含
め
、
国
民
が
納
得
で
き
る
施
策

に
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。

（
行
政
改
革
、
公
務
員
制
度
改
革

の
推
進
）

歳
出
見
直
し
は
、
単
に
切
り
詰

め
る
こ
と
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
行
政
が
利
用
者
の
視
点
に
立

っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
よ
り

効
率
的
に
奉
仕
す
る
体
制
に
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
公
務
員
制
度

改
革
も
、
こ
の
目
標
を
共
有
し
て

い
ま
す
。
国
家
公
務
員
の
総
人
件

費
の
２
割
削
減
と
併
せ
、
一
体
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま

た
、
国
の
出
先
機
関
の
統
廃
合
を

含
め
、
各
府
省
の
機
構
や
定
員
を

ス
リ
ム
に
し
ま
す
。
公
務
員
諸
君

に
改
め
て
お
願
い
し
ま
す
。
行
政

の
プ
ロ
と
し
て
の
皆
さ
ん
の
心
構

え
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

四

社
会
保
障
改
革

（
改
革
の
必
要
性
）

三
番
目
の
重
要
政
策
課
題
は
、

社
会
保
障
改
革
で
す
。
社
会
保
障

制
度
が
し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば
、

国
民
の
将
来
に
対
す
る
不
安
は
ぬ

ぐ
え
ま
せ
ん
。
こ
の
不
安
が
、
消

費
の
低
迷
、
経
済
の
停
滞
の
背
景

に
な
っ
て
い
ま
す
。
改
革
を
急
が

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
般
論

と
し
て
、
多
少
の
負
担
を
し
て
も

安
心
で
き
る
社
会
を
作
っ
て
い
く

こ
と
を
重
視
す
る
の
か
、
そ
れ
と

も
、
負
担
は
で
き
る
限
り
少
な
く

し
て
、
個
人
の
自
己
責
任
に
多
く

を
任
せ
る
の
か
、
大
き
く
二
つ
の

道
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
多
少
の

負
担
を
お
願
い
し
て
も
安
心
で
き

る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
求
め
る
社
会
保
障
の
姿

に
つ
い
て
議
論
を
進
め
ま
す
。
安

定
し
た
年
金
制
度
や
、
十
分
な
医

療
・
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
確

保
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
高
齢
化
な
ど
に
伴
い
、
今
の

ま
ま
で
も
、
社
会
保
障
費
は
毎
年

１
兆
円
以
上
増
加
し
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
も

生
じ
て
い
ま
す
。
孤
立
し
た
お
年

寄
り
を
守
る
、
女
性
を
乳
が
ん
・

子
宮
頸
が
ん
か
ら
守
る
、
子
ど
も

を
貧
困
や
虐
待
か
ら
守
る
、
あ
ら

ゆ
る
人
を
自
殺
や
災
害
か
ら
守

る
。
強
者
の
論
理
で
は
な
く
、
弱

者
に
寄
り
添
い
、
こ
う
し
た
課
題

に
も
応
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
社
会
保
障
の
基
盤
と
な
る
番

号
制
度
を
ど
う
整
備
す
る
か
決
め

る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
個
々
の
課

題
に
ば
ら
ば
ら
に
答
え
を
出
し
て

も
根
本
的
な
解
決
策
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
政
府
は
、
社
会
保
障
改
革

の
全
体
像
に
つ
い
て
、
必
要
と
さ

れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
・
内
容
を

含
め
、
国
民
に
、
わ
か
り
や
す
い

選
択
肢
を
提
示
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
与
野
党
間
の
議
論
）

そ
の
上
で
、
国
民
の
選
択
に
当

た
り
、
社
会
保
障
に
必
要
な
財
源

を
ど
う
確
保
す
る
か
一
体
的
に
議

論
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
消
費

税
を
含
め
、
税
制
全
体
の
議
論
を

進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
結
論
を

得
て
実
施
す
る
際
は
、
国
民
に
信

を
問
う
。
こ
の
方
針
に
変
更
あ
り

ま
せ
ん
。
当
然
、
与
野
党
を
超
え

た
議
論
が
不
可
欠
で
す
。
そ
れ
に

向
け
、
政
府
・
与
党
で
社
会
保
障

改
革
の
全
体
像
を
検
討
す
る
場
を

設
け
、
野
党
の
皆
さ
ん
と
も
意
見

交
換
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
）

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
も
、

引
き
続
き
重
点
的
に
取
り
組
み
ま

す
。
ど
の
子
ど
も
も
、
こ
の
国
の

将
来
を
担
う
宝
で
す
。
家
族
だ
け

で
な
く
、
地
域
、
さ
ら
に
は
国
で
、

大
切
に
育
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
高
校
の
授
業
料
実
質
無
償
化

を
着
実
に
実
施
し
、
子
ど
も
手
当

は
、
現
金
給
付
と
保
育
所
の
整
備

な
ど
の
現
物
支
給
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
っ
て
拡
充
す
る
方
針
で
す
。
幼

保
一
体
化
を
含
む
法
案
を
来
年
の

通
常
国
会
に
提
出
す
る
準
備
を
進

め
ま
す
。
少
子
高
齢
化
の
下
で
、

労
働
力
人
口
が
減
少
し
始
め
て
い

ま
す
。
待
機
児
童
の
解
消
を
急

ぎ
、
働
く
女
性
を
応
援
し
、
男
女

共
同
参
画
を
推
進
し
ま
す
。

五

地
域
主
権
改
革
の
推
進

以
上
の
三
つ
の
重
要
政
策
課
題

の
解
決
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
主

権
改
革
の
推
進
が
鍵
と
な
り
ま

す
。
地
域
が
主
役
と
な
っ
て
、
特

色
あ
る
産
業
振
興
や
、
住
民
の
要

望
に
応
じ
た
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
で
き
る
よ
う
、
我
々
の
世
代

で
確
た
る
道
筋
を
つ
け
ま
す
。
残

念
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
実
感
の
あ

る
変
化
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。
壁

を
打
ち
破
る
た
め
、
ま
ず
、
「
ひ

も
つ
き
補
助
金
」
の
一
括
交
付
金

化
に
着
手
し
ま
す
。
来
年
度
予
算

で
は
、
各
府
省
の
枠
を
超
え
て
投

資
的
資
金
を
集
め
、
自
由
度
の
高

い
交
付
金
に
再
編
し
ま
す
。
地
域

で
、
霞
が
関
の
発
想
に
縛
ら
れ
な

い
、
独
自
の
モ
デ
ル
を
構
想
し
て

く
だ
さ
い
。
国
の
出
先
機
関
が
扱

う
事
務
・
権
限
移
譲
に
つ
い
て

は
、
各
府
省
が
検
討
結
果
を
８
月

末
に
提
出
し
ま
し
た
が
、
不
十
分

で
あ
り
、
や
り
直
し
を
指
示
し
ま

し
た
。
横
断
的
な
移
譲
の
指
針
を

示
し
、
年
内
を
目
標
に
検
討
を
進

め
ま
す
。

六

国
を
開
き
未
来
を
拓
く
主
体

的
な
外
交
の
展
開

（
「
歴
史
の
分
水
嶺
」
に
お
け
る

外
交
）
略

（
日
米
同
盟
）
略

（
日
中
関
係
）
略

（
東
ア
ジ
ア
地
域
の
安
定
と
繁
栄

に
向
け
て
）
略

七

政
治
改
革
と
議
員
定
数
削
減

以
上
の
課
題
に
臨
む
我
々
国
会

議
員
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
一
言

述
べ
ま
す
。
カ
ネ
の
か
か
ら
な
い

ク
リ
ー
ン
な
政
治
の
実
現
。
国
民

の
強
い
要
望
で
す
。
私
自
身
の
政

治
活
動
の
原
点
で
す
。
民
主
党

は
、
企
業
・
団
体
献
金
の
禁
止
、

国
会
議
員
の
定
数
削
減
に
つ
い
て

党
内
で
徹
底
的
に
議
論
し
、
年
内

に
方
針
を
取
り
ま
と
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
後
、
与
野
党
間
で

協
議
し
、
ま
と
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

八

結

び

本
日
、
国
会
が
召
集
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
が
現
在
抱
え
る
課
題
を

解
決
し
、
次
の
世
代
に
先
送
り
し

な
い
責
任
を
、
国
会
議
員
が
協
力

し
て
果
た
せ
る
か
。
国
民
の
期
待

に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
こ

の
国
会
が
試
金
石
と
な
り
ま
す
。

郵
政
改
革
法
案
、
地
球
温
暖
化
対

策
基
本
法
案
、
労
働
者
派
遣
法
改

正
法
案
な
ど
の
審
議
も
お
願
い
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
私
は
、
今

の
国
会
が
、
具
体
的
な
政
策
を
つ

く
り
上
げ
る
「
政
策
の
国
会
」
と

な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
議
論
を
深
め
る
「
熟
議

の
国
会
」
に
し
て
い
く
よ
う
努
め

ま
す
。
結
論
を
出
す
国
会
に
な
る

よ
う
期
待
し
ま
す
。
こ
の
場
に
い

る
我
々
を
隔
て
る
も
の
は
、
ど
こ

に
座
っ
て
い
る
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
野
党
の
皆
さ
ん
に
も
真
摯
に

説
明
を
尽
く
し
、
こ
の
国
の
将
来

を
真
剣
に
考
え
る
方
々
と
、
誠
実

に
議
論
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、
何
と
か
合
意
で
き
な
い
か
知

恵
を
絞
り
ま
す
。
国
民
に
選
ば
れ

た
国
会
議
員
が
全
力
を
尽
く
し
、

こ
の
国
の
政
治
を
築
い
て
い
く
。

真
の
国
民
主
権
の
政
治
に
向
け
、

共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

（
２
面
か
ら
の
続
き
）
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小
中
学
校
に
通
う
児
童
や
生
徒

の
中
に
は
、
個
々
に
様
々
な
事
情

を
抱
え
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
地
域
や
保
護
者
か
ら

の
学
校
に
対
す
る
要
望
も
、
社
会

情
勢
の
変
化
と
と
も
に
多
様
化
・

個
別
化
し
て
い
ま
す
。
学
習
環
境

を
は
じ
め
と
し
た
昨
今
の
学
校
を

取
り
巻
く
状
況
へ
対
応
す
る
た
め

に
は
、
人
的
・
物
的
な
支
援
が
不

可
欠
―
―
こ
の
解
決
策
の
一
例
と

な
る
取
り
組
み
が
、
平
塚
市
で
推

進
さ
れ
て
い
る
「
サ
ン
・
サ
ン
ス

タ
ッ
フ
派
遣
事
業
」
で
す
。

「
サ
ン
・
サ
ン
ス
タ
ッ
フ
」
の

名
称
に
は
、
子
ど
も
達
一
人
ひ
と

り
に
太
陽
の
光
が
当
た
る
よ
う
支

援
し
て
い
こ
う
と
す
る
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
職

員
は
も
と
よ
り
、
学
校
へ
派
遣
さ

れ
る
ス
タ
ッ
フ
が
取
り
組
む
内
容

と
し
て
▽
〝
生
き
る
力
〞
を
促
す

「
相
談
」
▽
〝
学
ぶ
力
〞
を
促
す

「
指
導
」
▽
〝
育
つ
力
〞
を
促
す

「
支
援
」
―
―
が
あ
り
、
こ
の
事

業
の
３
つ
の
柱
を
包
含
す
る
掛
け

言
葉
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
派
遣
事
業
を
平
塚
市

が
推
し
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
発

端
は
、
平
成
１４
年
に
始
ま
っ
た
国

費
に
よ
る
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特

別
対
策
事
業
。
「
学
習
支
援
補
助

員
派
遣
事
業
」
と
し
て
開
始
さ
れ

た
同
事
業
は
、
１６
年
度
末
で
打
ち

切
ら
れ
た
も
の
の
、
市
民
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
「
事
業
を
縮
小
す
る
こ

と
な
く
継
続
し
て
欲
し
い
」
と
の

声
に
後
押
し
さ
れ
、
１７
年
度
か
ら

市
の
単
独
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

市
の
事
業
と
な
っ
て
か
ら
は
、

従
来
の
「
学
習
支
援
補
助
員
」
に

加
え
、
「
学
校
司
書
」
も
小
中
学

校
へ
派
遣
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。「
学
習
支
援
補
助
員
」と
は
、
担

任
教
諭
と
と
も
に
学
級
に
入
り
、

学
習
・
生
活
面
の
支
援
を
受
け
持

つ
ス
タ
ッ
フ
。
授
業
中
に
立
ち
歩

く
児
童
ら
の
ケ
ア
な
ど
を
受
け
持

ち
、
落
ち
着
い
て
子
ど
も
達
が
学

習
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
心
を
砕

い
て
い
ま
す
。
教
育
の
現
場
で

は
、
担
任
１
人
で
は
手
の
足
り
な

い
場
面
が
多
く
、
補
助
員
に
助
け

ら
れ
て
い
る
面
が
多
々
あ
る
と
、

積
極
的
に
評
価
す
る
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。
学
校
関
係
者
の
み
な

ら
ず
、
保
護
者
か
ら
の
評
価
も
上

々
の
よ
う
で
す
。

１８
年
度
か
ら
追
加
さ
れ
た
「
学

校
司
書
」
は
、
小
中
学
校
配
置
の
司

書
教
諭
を
補
佐
し
つ
つ
、
図
書
室

を
訪
れ
る
児
童
ら
の
相
談
相
手
に

も
な
る
な
ど
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に

活
躍
し
て
い
ま
す
。
平
塚
市
は
、

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
を
１７

年
３
月
に
策
定
し
た
自
治
体
だ
け

に
、
読
書
活
動
の
充
実
に
か
け
る

熱
意
も
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。

平
塚
市
の
制
度
上
の
関
係
で
、

雇
用
形
態
は
短
期
契
約
に
な
ら
ざ

る
を
得
ず
、
賃
金
単
価
も
低
水
準

に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
中
、

多
く
の
市
民
ス
タ
ッ
フ
の
情
熱
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
事
業
。

そ
れ
が
「
サ
ン
・
サ
ン
ス
タ
ッ
フ

派
遣
事
業
」
で
す
。

生徒と和やかに談笑するサン・サンスタッフ（＝学校司書・右）
【写真提供：平塚市】

サン・サンスタッフ派遣数の推移

・平成１４年５月 国費の緊急地域雇用創出特
別対策事業の学習支援補助員派遣事業とし
て開始。

平成１４年 ２８人（小学校 ２８校）
平成１５年 ３８人、最終は４７人
平成１６年 当初４６人（小学校 ２８校、中学

校５校）、最終は６２人（小２８校、
中６校）

・平成１７年度より学習支援補助員（サン・サ
ンスタッフ）派遣事業として市費事業開始

平成１７年 ８６人（小学校２８校に７２人、中学
校８校に１４人）

平成１８年 ８６人（小学校２８校に７１人、中学
校１２校に１５人）

平成１９年 ８６人 全校（小学校６９人、中学
校１７人）、最終は９４人（小７３人、
中２１人）

平成２０年 ９４人 全校（小６８人、中２４人）
平成２１年 ９６人 全校（小６８人、中２８人）
平成２２年 ９１人 全校（小６５人、中２６人）

・学校司書（サン・サンスタッフ）派遣は平
成１８年より開始
平成１８年 ４人
平成１９年 ４人、最終は１２人
平成２０年 ２０人
平成２１年 ２４人
平成２２年 ３３人（小２８校全校、中５校に各

１人づつ）

市 政
ニュース

子
ど
も
達
を
明
る
く
照
ら
す
サ
ン
・
サ
ン
ス
タ
ッ
フ

学
習
支
援
補
助
員

をを
学学
校校
へへ
派派
遣遣

神奈川県平塚市

図
書
室
学
校
司
書
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